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示す。ほぼ同じ時期（1 月 23 日頃）に、極夜ジ
ェットの減速が最大になる。 
Fig. 2 10hPa 等圧面高度（m, 等値線）と温度（K, 色塗り）の水平分布。(a) 2009 年極渦分裂型 SSW。
(b) 2010 年極渦変位型 SSW。 
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 Fig. 3 2009 年 1 月の SSW 発生期におけるアンサンブル予報結果。80°N 以北で平均した 10hPa 温
度の時間変化を示す。赤色は観測値、青色はアンサンブル平均予測値、灰色は各アンサンブルメ
ンバーの予測値 










2.1 成層圏predictability barrier 




 図 5 は、5hPa 流線関数アンサンブル平
均予測場を基本場として実施した安定性解
析結果を示す。2009 年の場合、SSW 極大







性解析結果を図 6 と図 7 に示す。ここで、
予報期間は 4 日とした。図 6 より、2009 年
の場合、1 月 20 日付近で、5hPa から 2hPa
の上部成層圏領域で、1.0/day 以上の極めて
大きな成長率を持つ不安定モードが出現す





Fig. 5 5hPa 流線関数アンサンブル平均予測値を基本場とした場合の安定性解析結果。(a)2009 年、
(b)2010 年。縦軸がアンサンブル予報の予報初期日、横軸は予報日を示す。最大成長率を持つモー
ドの成長率（1/day）を図中の凡例に従って示す。×は振動数がゼロの stationary mode。赤色の縦線
は 1 月 23 日、斜めの青線は 4 日予報を示す。 

























定モードは、2009 年 1 月 17 日から 1 月 21
日の期間で出現することが確認できた。さ













型 SSW の 場 合 に は 、 そ の よ う な
predictability barrier は成層圏循環中には
存在しない。このため、2009 年 SSW の予
測可能期間は 2010 年 SSW に比べて、極端
に短くなったと推測できる。 
Fig. 8 5hPa 流線関数のアンサンブル平均 4 日予報を基本場として得られた不安定モードの流線
関数の水平構造（無次元）。上段：予報日は 2009 年 1 月 20 日、下段：2009 年 1 月 21 日。(a) 基
本場（無次元）、(b)第 1 不安定モード、(c)第 2 不安定モード。不安定モードの水平構造を示す各
パネルの上の括弧内の数字は、成長率（1/day）と周期（day）を示す。T は、振動数がゼロでない
transient mode、S は stationary mode を意味する。 
Fig. 9 図 8 に同じ。但し、300hPa 流線関数ア
ンサンブル平均 4 日予報を基本場とした場合
に得られた第 1 不安定モードの水平構造。予報
日は 2010 年 1 月 26 日。(a)基本場、(b)第 1 不
安定モード。 
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Fig. 10 図 9 に同じ。但し、2009 年 1 月 23 日
を予報日とするアンサンブル予報を基本場と
した。(b)北半球で振幅が大きくなる第 1 不安
定モード。 
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